


〈 対象分野 〉
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過去の採用者の専攻（参考）

〈化学 〉〈 食品科学 〉

化学／応用化学／応用生物化学／応用物質化学／生命科学／生命工学／応用生命科学／応用生命工学／化学工学／理工学／

物質工学／高分子化学／化学システム工学／物性ー分子工学／薬科学／総合薬品科学／生命医薬化学／生物資源環境学／

資源生物学／生物産業創成科学／環境科学／地域食物科学／農学／人間栄養科学／共生基盤学／食物栄養科学／

ライフサイエンス 等

〈芸術学 》

芸術文化学／美学美術史／文化歴史学／思想文化学／人文社会学／学際情報学／共生人間学／共生文明学／地域文化創造／

美術学／建築学／美術工芸／絵画／油絵／彫刻／デザイン学／環境デザイン学／デザイン経営工学／音楽学／作曲。指揮／器楽／

映画／メテ．ィア映像／言語社会／文化財保存学／超域文化科学 等

〈体育学／スポーツ科学 〉

体育学／スポーツ科学／スポーツ総合／スポーツ健康学／スポーツ科学健康／健康福祉学／障害科学／教育システム／学校教育／

保健学等

〈経営学 〉

経営学／商学／経済経営学／国際経営学／総合政策学／地域地球環境料学／生物資源経済学／食料資源経済学／

経営システム学／社会科学 等
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※対象分野について：藝大在学の学部学生・大学院学生であれば、どの分野でも応募可能です。

※

※

mshimizu
線

mshimizu
線



←指定の様式に、申請者自身の情報を記
入の上、　「指導教員の推薦所見欄」は指導
教員等に依頼して記入していただくこと。日
付欄等は空欄にしておくこと。



．芸術分野の方は参考資料の添付－を可とします。（但し、A4用紙2～3枚程度）

。採用決定後に前年度の世帯収入がわかる所得証明書を提出していただきます。

留学生で証明書が入手困難な者はその限りではありません。

。上記のルールが守られていない願書、及び書類不備（記入もれ等）は審査対象外といたします6

・応募書類は返却いたしませんので、必要な方はコピーをお取りください。

(2）提出方法

本人が上記全書類を揃えて、本財団宛に郵送してください。

(3）提出期限

平成29年5月10日（水曜日）本財団必着

。全て書類が上記期限までに到着しない場合は審査対象外となります。

(4）提出先（連絡先）

干5400021 大阪市中央区大手通三丁目2番21号

公益財団法人戸部異紀財団事務局

．質問等がある場合はメールにてお問い合わせください。

Mail Address: Tobe-Zaidan@otsuka.Jp 

8.奨学生の決定

(1）採否結果発表・..7月上旬頃

(2）奨学生の決定は、本財団の選考委員会の選考を経て理事長が行い、その結果を本人に通知します。

(3）選考の経過及び決定の理由は公表しません。

9.奨学生の義務

(1）奨学生は、学期毎に成績証明書を、また平成30年3月末までに活動報告書及び在学証明書を

理事長宛に提出しなければなりません。

(2）奨学生は奨学金の入金毎に奨学金受領書及び近況報告書を提出しなければなりません。

期限までに両書類の提出がない場合、奨学金の給付を停止する場合があります。

(3）奨学生は本財団が行う交流会に出席しなければなりません。

（平成29年度交流会開催予定日） 8月27日（日）～28日（月）のl泊2日

4砂平成28年度の交流会の様子は下記ホームページでご覧いただけます。

http://www. to be maki.or .jp/news/information/post.html 

10.個人情報の取扱いについて

奨学金の応募書類に記載された個人情報は、本制度のために利用され、

その他の目的には利用されません。
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各部局教務係または各校地事務室窓口に提出

平成29年4月17日（月）16時
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出損者戸部員紀作

公益財団法人戸部員紀財団について

［出損者・戸部員紀プロフィール及び財団設立の経緯］

戸部員紀は、昭和14年9月18日、大塚グループ（現・大塚ホールテゃインク守ス淋））二代目、大塚正士

氏の長女として徳島県鳴門市で生まれ、青山学院高等部、早稲田大学（当時の第一商学部）を

卒業後、大塚化学（株）に入社しました。芸術への造詣も深く、自身でも趣昧として絵画、作調、作曲

などの創作活動を行い、「とべたみjのペンネームで数卜点の作品を遺しました。

平成25年10月27日逝去（享年74歳）

生前、「近年わが国は少子高齢化が進み、経済の停滞化、アジア諸国の台頭による経済環境の

変化が進んで、いますが、若い有能な人材の育成はまだ十分なものではないと思います。このような

状況に鑑み、大学、大学院で学ぶ有能な学生、留学生に対し、奨学助成することは有意義である

ものと考えます。」と語り、遺言にて大塚ホールデインダス（株）の株式を当財団設立に拠出しました。

［事業の目的］

当財団は、教育・研究機関の国際交流の促進、異文化問の国際交流の促進に関する助成、

基礎教育及び文化芸術・科学教育をはじめとする教育諸活動への助成、支援及び奨学援護等を

行い、もって、わが国の文化芸術及び科学技術の振興、さらには人材育成の促進に寄与すること

を目的とします。

［事業の内容1

1.国内の大学及び大学院の国内学生に対する奨学金の支給

2.外国からわが国の大学及び大学院に留学する学生に対する奨学金の支給

3.奨学金の受給者に対する生活指導及び助言

4.教育研究活動に対する助成

5.その他、当法人の目的を達成するために必要な事業

｛財団の沿革1

・平成25年12月 6日故戸部I真紀の遺言により、一般財団法人 戸部員紀財団として設立

・平成26年 4月 1日 事業開始（奨学生及び研究助成金一期生の募集開始）

－平成26年 6月13日新公益法人制度に基づく公益認定を受け、

公益財団法人 戸部員紀財団に改称



役員・評議員

役 職 氏 名 現 職

戸部 克信 大塚化学株式会社執行役員

小林 四郎
京都工芸繊維大学特任教授
京都大学名誉教授

木村 俊作 京都大学工学部教授

評議員 藤関 勝宏 大塚食品株式会社監査役

石見 利勝 姫路市長

黒田 泰弘 徳島大学名誉教授

竹内 定夫
ふじ総合法律会計事務所
公認会計士・税理士

理事長 戸部 貞信
大塚ホールデインダス株式会社 取締役
大塚食品株式会社代表取締役社長

常務理事 戸部 渉 公益財団法人戸部員紀財団事務局長

古川 武弘 株式会社阿波銀行相談役

日体大総合研究所所長

武藤 芳照 日本体育大学特別招聴教授
東京大学名誉教授

理 事 野村 正朗 学校法人帝塚山学院理事長

井上 亮一 レンゴー株式会社 相談役

大高保二郎 早稲田大学名誉教授

尾崎 二郎 尾崎税理士事務所所長

監 事

中島 馨 中島法律事務所所長
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会主主財団法人戸部呉紀財団

TOBE MAKI SCHOLARSHIP FOUNDATION 

干540-0021大阪市中央区大手通三丁目2番21号

TEL: 06-6945-7239 

FAX : 06-6943-821 5 

HP: http://www.tobe-maki.or.jp/ 

Mai I Address: Tobe Zaidan@otsuka.jp 
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